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水道週間ポスターコンクール
特賞受賞作品

７月５日㈯、６日㈰に、中央
図書館で「水道週間ポスター
コンクール入賞作品展」を開
催し、 応募総数972点の中か
ら入賞した146点を展示しま
した。その中から、特賞を受
賞した作品をご紹介します！

★問い合わせ：
総務企画課　☎２２３－３０６３

透き通る　誇れる水に　感謝する

上下水道局だより上下水道局だより 第47号
令和 7 年 9 月 1 日

（第６７回水道週間スローガン） 

　６月１日～７日の第67回水道週間に合わせて、６月７日㈯
に霞ケ関第二浄水場を一般開放しました。来場者の皆さんには、
普段は見られない施設内の見学
や、給水車による給水体験、水
道水を用いての残留塩素の検査
など、様々な体験をしていただ
きました。

★問い合わせ：
総務企画課　☎２２３－３０６３

浄水場施設開放を実施しました
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↑配水池の高さと大きさにびっくり！
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　本市の水道事業・公共下水道事業・農業集落排水事業は、市が経営する地方公営企業として、原則、皆様
からいただく料金等を主な収入源とした独立採算制により運営しています。経営状況を明確にするため、民
間企業の会計制度に近い、公営企業会計制度を採用しています。その特徴は、経営活動による「利益」を見
る損益取引と、事業の元手となる「資金（資本）の増減」を見る資本取引を分けて経理することです。
　損益取引による収入・支出を収益的収支、資本取引による収入・支出を資本的収支といいます。

収益的収支
水道水を供給するための経費と財源

資本的収支
水道の施設を建設・改良するための経費と財源

収益的収支 
下水を処理するための経費と財源

収益的収支 
下水を処理するための経費と財源

資本的収支
下水道の施設を建設・改良するための経費と財源

資本的収支
下水道の施設を建設・改良するための経費と財源

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 汚水管きょ改良事業（老朽化した汚水管きょの改良工事等）����������������２億９千万円
　 汚水管きょ整備事業（生活環境の改善のための汚水管きょ等の整備）������������７億７千万円

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 汚水ポンプ場改良事業（老朽化した汚水ポンプ場の改良工事等）����������������２千万円
　 処理場改良事業（老朽化した汚水処理場の改良工事等）������������������１千４百万円

※資本的収支の不足額については、内部留保資金で補填することとなっています。
★問い合わせ：財務課　☎２２３－３０６２

水道料金
56.9億円

その他の収入
8.0億円

県からの
水の購入費
22.3億円

水道施設等の
減価償却費
18.5億円

水道利用加入金 3.5億円

その他の支出
7.8億円

委託料
11.0億円

人件費5.4億円

収入
68.4
億円

収入
68.4
億円

支出
65.8
億円

支出
65.8
億円

企業債の支払利息0.8億円

収入
64.5
億円

収入
64.5
億円

支出
66.5
億円

支出
66.5
億円

下水道使用料
34.9億円

一般会計（市）からの
負担金・補助金
21.3億円

下水道施設等の
減価償却費
28.1億円

流域下水道
管理運営費負担金
17.7億円

その他の収入
8.3億円

委託料5.3億円

人件費4.4億円
企業債の支払利息

1.8億円

その他の支出
9.2億円

収入
26.3
千万円

収入
26.3
千万円

支出
26.3
千万円

支出
26.3
千万円

一般会計（市）からの負担金・補助金
16.1千万円

下水道施設等の
減価償却費
8.1千万円

人件費
5.7千万円

委託料
4.9千万円

その他の収入
7.8千万円

企業債の支払利息1.3千万円 

処理施設使用料2.4千万円

その他の支出
6.3千万円

収入
26.3
億円

収入
26.3
億円

支出
39.9
億円

支出
39.9
億円

企業債
20.0億円

企業債の
元金返済
5.3億円

工事請負費
29.7億円

人件費1.5 億円

その他の支出 3.4億円

加入金・負担金等 6.3億円

※不足額 13.6億円

収入
9.8
億円

収入
9.8
億円

支出
36.5
億円

支出
36.5
億円

企業債
8.0億円 ※不足額  26.7億円

企業債の
元金返済
8.8億円

工事請負費
17.9億円

人件費1.8億円

その他の支出
4.4億円

流域下水道建設負担金
3.6億円

一般会計（市）からの負担金・補助金0.7億円
受益者負担金等0.5億円

国・県からの補助金0.3億円
その他の収入0.3億円

収入
7.5
千万円

収入
7.5
千万円

支出
9.6
千万円

支出
9.6
千万円

企業債
3.4千万円

企業債の元金返済
6.0千万円

工事請負費
3.4千万円

その他の支出0.2千万円

※不足額
2.1千万円

一般会計（市）からの
負担金・補助金
4.1千万円

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 配水管更新事業（基幹管路の耐震化や老朽化した配水管の更新）����������������������� ２３億円
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　川越市上下水道局では、民間企業との連携による新たな取組として、県の吉見浄水場から受水している
場内水道管の一部にマイクロ水力発電機（発電出力100キロワット以下）を設置し、受水圧力を利用し
た発電を開始しました。この事業は、企業側が導入に係る初期費用や協定期間（20年間）の維持管理費
用を全て負担するもので、川越市の費用負担はありません。

未利用エネルギーの活用による環境貢献！

霞ケ関第二浄水場において
マイクロ水力発電を開始しました

★問い合わせ：事業計画課　☎２２３－０３３２

◆年間約166メガワット時を発電します。
　➡ 一般家庭約46世帯分の年間電力使用量に相当

◆年間約75トンの二酸化炭素排出量の削減が見込まれます。
　➡ 年間走行距離１万 kmの普通自動車約54台が、１年間に排出する二酸化炭素量に相当

※�発電した電力は経済産業省FIT 制度（固定価格買取制度）により売電し、経費を除いた収益を川越市
と企業で分配します。

≪発電効果≫

水の流れ

発電機

霞ケ関第二浄水場埼玉県吉見浄水場
作られた電気は
電力会社へ売電

約46軒相当の
電気使用量を発電

約75t相当のCO2削減
水は各家庭に！

水力発電設備

配水池
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　人口減少や物価高などの社会・経済情勢の変化、施設の老朽化等を踏まえ
経営戦略の改定を行いましたので、その概要をお知らせします。

上下水道事業経営戦略を改定しました

　引っ越しの日程が決まったら早めに水の窓口に使用中止・使用開始の	
予定日を連絡（電話・窓口・電子申請）していただくようお願いします。
水の窓口:川越市上下水道料金センター
主な業務	 水道の使用開始・使用中止の申し込み受け付け
	 水道料金・下水道使用料の受領及び支払い相談
所 在 地 	 川越市脇田本町10-16 BOビル地下1階
電話番号	 049-249-1911※お掛け間違いのないようにご注意ください。

営業時間	 月～土曜日　午前8時30分〜午後6時
休 業 日 	 日曜日・祝日・休日・年末年始（12月29日〜1月3日）

水道の使用開始・使用中止の電子申請はこちらから▶★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３‐３０７１

川
越
駅西

口
ロ
ー
タ
リ
ー

ウェスタ
川越

U_PLACE

国道 16号

BOビル地下１階
水の窓口：
川越市上下水道
料金センター

←�詳しくは
こちらから
ご覧下さい

引っ越しの際は、必ず連絡してください

編集／発行　川越市上下水道局  総務企画課  〒 350-0054  川越市三久保町２０‐１０  ☎０４９‐２２３‐３０６３

【川越市公式ホームページ】https://www.city.kawagoe.saitama.jp
この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用しています。
また、印刷用の紙へリサイクルすることができます。

川越市シンボルマーク

★問い合わせ：総務企画課　☎２２３－３０６３

★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３‐３０７１

スマホ決済できます！ バーコードをバーコードを
読むだけ！読むだけ！

詳しくは
こちらから

上下水道事業経営戦略（令和７年度版）の内容

※ 計画の中では、料金等の改定も見込んでいます

現状
分析

目標
設定

計画
策定

◦◦施設面・経営面における現状の整理
◦◦経営比較分析表による分析と事業課題の整理

◦◦今後の人口・需要・収入の予測
◦◦経営の基本的方向性と投資・財源の目標設定

◦◦令和７年度～16年度の投資・財政計画の策定
◦◦PDCAサイクルによる計画の進捗管理


